
核
兵
器
を
違
法
化
す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
、
国

連
加
盟
国
１
９
３
か
国
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
１
２
２
か

国
の
賛
成
（
棄
権
１
、
反
対
１
）
で
、
７
月
７
日
の
「
国

連
会
議
」
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
化
学
兵
器
や
生
物
兵
器
な
ど
大
量
に
人
々
を

殺
り
く
し
破
壊
す
る
兵
器
は
禁
止
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
も
破
壊
力
の
あ
る
核
兵
器
は
禁
止
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
条
約
は
、
核
兵
器
の
「
開
発
、
実
験
、
生
産
、
製

造
、
取
得
、
保
有
、
貯
蔵
」
「
使
用
と
使
用
の
威
嚇
」

「
譲
渡
」
支
配
地
域
内
で
の
「
設
置
や
配
備
」
を
含
む
す

べ
て
の
行
為
を
禁
止
す
る
画
期
的
な
も
の
で
、
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
な

り
ま
す
。

条
約
の
前
文
で
は

｢

ヒ
バ
ク
シ
ャ｣

や
核
実

験
被
害
者
の
「
容
認
し

が
た
い
苦
難
と
損
害
」

が
明
記
さ
れ
、｢

市
民

的
良
心｣
を
担
う
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
の
役
割
も

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
か
つ
て
東
友

会
（
東
京
の
被
爆
者
団

体
）
の
事
務
局
で
働
い

た
経
験
が
あ
り
、
「
ふ

た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
」
と
願
い
、
訴
え
続
け
て
き

た
原
爆
被
害
者
の
方
々
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
核
兵
器

禁
止
条
約
の
実
現
は
、
こ
う
し
た
被
爆
者
の
方
々
は
じ
め
、

平
和
を
願
う
多
く
の
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
運
動
が
身
を
結
ん

だ
も
の
で
す
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
政
府
で
あ
り
な

が
ら
、
核
保
有
国
に
追
従
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を

向
け
る
と
い
う
恥
ず
べ
き
態
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
志
位
和
夫
委
員
長
を
団
長
に
国
連
会

議
に
参
加
し
、
被
爆
国
日
本
の
国
民
の
声
を
届
け
禁
止
条

約
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。
日
本
政
府
が
、
従
来
の
立
場
を

抜
本
的
に
再
検
討
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
、
今
後
も
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

日本共産党杉並区議会議員

くすやま美紀（樟山みき）活動報告
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歴史的な核兵器禁止条約を採択

核兵器全面廃絶の実現へ

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
新
た
な
ス
テ
ッ
プ

被
爆
者
、
平
和
を
願
う
人
々
の
運
動
の
成
果

日
本
政
府
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る

平和大行進に参加しました

７月26日、原水爆禁止国民平和大行進
が杉並で取り組まれました。あいにくの
雨でしたが、大勢の市民が参加し「核兵
器はいらない」とコールしながら、杉並
公会堂から杉山公園まで行進しました。

核兵器禁止条約の採択が決まり、握手を
交わす被爆者のサーロー節子さん（中央）
と藤森俊希さん（その左）



杉
並
区
が
進
め
る
静
岡
県
南
伊
豆
町
へ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
、

２
０
１
８
年
３
月
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

全
国
初
の
区
域
外
特
養
ホ
ー
ム
で
、
用
地
確
保
が
困
難
な
都
市
部
で
は

特
養
ホ
ー
ム
不
足
解
消
の
効
果
を
期
待
す
る
声
も
あ
る
一
方
、
車
で
片
道

約
４
時
間
も
か
か
る
遠
隔
地
で
の
特
養
ホ
ー
ム
整
備
は
〝
家
族
の
絆
が
失

わ
れ
か
ね
な
い
〟
な
ど
の
懸
念
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

杉
並
区
が
実
施
し
た
利
用
意
向
調
査
で
は
、
「
入
所
を
希
望
し
な
い
」

と
の
回
答
が
63
・
９
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。
理
由
に
つ
い
て
は
「
今
の
住

居
の
近
く
に
住
み
た
い
」
が
66
・
２
％
。
「
身
内
や
知
人
な
ど
と
会
え
な

く
な
り
そ
う
だ
か
ら
」
が
62
・
７
％
。
「
入
所
や
面
会
の
た
め
に
交
通
費

や
宿
泊
費
が
か
か
り
そ
う
だ
か
ら
」
が
58
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
多
く
の
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
居
住
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
生
活
を
保
障
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
趣
旨

と
も
異
な
る
も
の
で
す
。

７
月
24
日
か
ら
約
50
床
の
区
民
利
用
枠
の
受

付
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
区
役
所
の
臨
時
窓
口

で
の
申
込
者
は
26
日
現
在
９
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
用
地
不
足
の
都
市
部
に
お
い
て
は
、
地
域

密
着
型
特
養
ホ
ー
ム
（
小
規
模
特
養
）
の
整
備

を
推
進
す
る
な
ど
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮

ら
し
を
保
障
す
る
介
護
基
盤
整
備
が
必
要
で
す
。

「
入
所
を
希
望
し
な
い
」
が
多
数

地
域
包
括
ケ
ア
の
趣
旨
と
も
ズ
レ

全国初の自治体間連携に基づく特養ホーム整備

杉並区の「南伊豆特養」 区民枠受付始まる

区
民
利
用
枠
は
約
50
名

南伊豆特養イメージ図

九州北部を襲った記録的豪雨は、甚大な被
害をもたらしました。犠牲となった方々、被
災されたみなさんに
心からお見舞い申し
上げます。

日本共産党は、対
策本部を立ち上げ、
被災者救援に全力を
あげ、募金にも取り
組んでいます。みな
さんのご協力をよろ
しくお願いします。

救援募金に
ご協力ください

九州大水害

募金受付先

郵便振替

００１７０－９－１４０３２１
日本共産党災害募金係
※通信欄に、必ず「九州水害募金」とご記入

ください。

阿佐ヶ谷駅で募金活動に取

り組む原田都議と党区議団

７月１５日、日本共産党は、創立９５周

年を迎えました。そして、この日は、私

が３５年前に入党した日でもあります。

１９日には記念講演が行われました。

９５年の歴史と先輩たちの不屈の闘いに

あらためて思いを馳せ、「国民の苦難の

軽減」という党の立党精神を忘れず、こ

れからも努力を重ねていきたいと決意し

ています。

日本共産党
創立９５周年を迎える

志位和夫委員長の記念講演（中野ゼロホール）


